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センサーを固定し、
ステージ移動による中心厚測定

ステージを上下駆動させ、すばやく測定

測定原理と測定方法 

製造現場では測定時間の短縮を求められます。「中心厚」と「外径」測定の機能を搭載し、
ステージを上下駆動することで、「中心厚」測定時間は２０秒以内、「外径」は5秒程度を
可能にしました。

センタリング精度とヤトイの関係

レンズ中心厚（CT）  ＝  基本距離（Z)  －　ΔZ（ステージ上昇距離）

エンコーダー

変位計のZ位置は固定

ブロックゲージ
初期の位置

ブロックゲージ（厚みAmｍ）
ステージのZ移動

ΔZ

ステージ上昇距離
（Z - Ammの校正）

Z
CT(中心厚)

測定値をA値に合わせる

本装置では専用のヤトイを使い、
センタリング精度はヤトイに起因します。
※現在、改良中です。

外径公差と光軸

レーザービームを照射し、
エッジ検出による外径測定

幅６５ｍｍのレーザービームを
サンプルレンズが遮断する事で
外径を素早くに測定します。 LS-7070M（モニター機能付）

赤枠は、レンズのエッジを検出

測定の下側 測定の上側

弊社では数多くの偏芯測定機を販売してきました。
レンズ図面も何度も拝見しましたが多くの場合、
『偏芯誤差＜１分』です。そこで透過芯測定機に於け
る『偏芯１分』を外径ズレ量（焦点距離ｘtan(1分）で
比較表にしました。（右図）

キーエンス製のビーム遮断方式による外径測定

芯は合っているが、外径公差が大きい場合

光軸のズレ 解像度の低下
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マスターレンズ
（Φ=ΦA)

サンプルレンズ
（ΦB=ΦA－ΔX－ΔY）

サンプルは幅Aないに置かれていれば、精度は保たれる。
➡サンプルの置かれる位置で精度は変化しない

校正時 測定①（下） 測定②（上）
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